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2月1日現在の大崎市の人口
	地域
	男
	前月比
	女
	前月比
	計
	前月比
	世帯数

	古川
	37,949
	－36
	39,353
	－25
	77,302
	－61
	31,760

	松山
	2,854
	－3
	3,034
	－25
	5,888
	－8
	2,188

	三本木
	3,843
	－7
	3,881
	－25
	7,724
	－12
	2,689

	鹿島台
	5,628
	－12
	6,005
	0
	11,633
	－12
	4,540

	岩出山
	5,114
	－10
	5,272
	－19
	10,386
	－29
	4,119

	鳴子温泉
	2,747
	－13
	3,001
	－13
	5,748
	－26
	2,653

	田尻
	5,242
	－10
	5,358
	－5
	10,600
	－15
	3,610

	市全体
	63,377
	－91
	65,904
	－72
	129,281
	－163
	51,559


問合せ　市政情報課統計担当　電話23-5091

今月の納税
　納期限：3月31日（火）
	□ 軽自動車税
	―

	□ 固定資産税・都市計画税
	―

	□ 市県民税
	―

	■ 国民健康保険税
	第9期

	■ 介護保険料
	第9期

	■ 後期高齢者医療保険料
	第9期


※市から送付する納付書や口座振替を利用している人の納期限です。口座振替を利用している人は、記帳にて残高と振替結果を確認してください。
問合せ　納税課収納担当  電話23-5148

空間放射線量の測定結果（単位:マイクロシーベルト/h）
	2月17日測定
	地表面
から1m
	地表面
から0.5m

	市役所第2駐車場
	0.05
	0.06

	松山総合支所
	0.04
	0.04

	三本木総合支所
	0.03
	0.03

	鹿島台総合支所
	0.06
	0.05

	岩出山総合支所
	0.05
	0.05

	鳴子総合支所
	0.05
	0.05

	田尻総合支所
	0.04
	0.04



火災発生件数(1月末日現在・右欄は前年比)
	建物火災
	2件
	＋1

	林野火災
	0件
	0

	車両火災
	0件
	－2

	その他火災
	1件
	＋1

	合計
	3件
	0



交通死亡事故件数(2月15日現在・右欄は前年比)
	発生件数
	3件
	＋3

	死亡者数
	3人
	＋3


問合せ　防災安全課 消防担当・交通防犯担当  電話23-5144


パタ崎さんのひと口メモ
●大崎市流おもてなし③
問合せ 観光交流課 電話23-7097
　今年の冬はホントに雪が少なくて、ボクたちマガンにとっては少し物足りなかったかなぁ。ボクたちの仲間は、例年より一足先に、次の越冬地、秋田県に旅立ったよ。
　ところでみんなは、「観光」には、宿泊や観光施設などへの経済効果以外にも、さまざまな効果があることを知ってる？
　地域の魅力を再発見することで、その素晴らしさに気づき、自然や伝統文化を大切にするようになるし、外国人旅行者との交流で、お互いの理解が深まり、異文化交流にもつながるんだ。
　だから、訪れる人たちへの「おもてなし」は、地域を元気にするためにも必要なことなんだ。心のこもった対応をして相手にうれしいと思われることは、決して難しいことじゃないから、みんなも実践してみよう。
　あいさつや握手、手紙や横断幕も立派な「大崎市流おもてなし」だよ！

今月の表紙
　　2月16日、鹿島台小学校ブラスバンド 創部39周年を記念した「応援39（サンキュー）ありがとうコンサート」が開催されました。会場の鹿島台瑞・華・翠交流施設（鎌田記念ホール）には、入りきれないほど多くのファンが駆けつけ、地域行事などで披露されたおなじみの曲や、6年生による初のソロ演奏など、美しく、力強い演奏で盛り上がりました。
　コンサートの締めくくりは、マーチング「ワークマン～夢のオリンピック会場をつくろう～」が披露されました。作業着にヘルメットと、工事現場をイメージしたユニークな構想と、ダイナミックな演奏・演技で、見る人を圧巻します。テンポが速い曲にも、息の合った動きと迫力の演奏で、子どもたちも会場も一体となって楽しんでいました。

宝の都（くに）・おおさき 未来予想図～ずっとおおさき・いつかはおおさき～
VOL.15　“市民皆さんの「声」を新庁舎へ”～市民交流エリアの活用～
問い合わせ　政策課庁舎整備調整担当　電話23-2129
　　令和４年度中の供用開始を目指している新しい市役所本庁舎は、より多くの市民の皆さんに愛着を感じてもらえるよう、情報発信を行いながら、市民参加の場の確保に努めています。
　これまで開催したワールドカフェやシンポジウムでは、市役所の役割や、本庁舎建設をひとつの契機とした、市のにぎわい創出や交流の促進について、市民の皆さんと共に考え、話し合ってきました。
　新庁舎は、中央のエントランスホールを軸に、西側に「行政機能エリア」を、東側に「市民交流エリア」を配置する計画で、これまでに寄せられた「市役所庁舎にこんな機能があったらいいな」という期待や思いを、基本設計で具現化しています。
　1階には、屋外との一体的な利用も可能な屋内広場や、観光・地域産業PRスペース、市政情報センター、カフェコーナーなどを、2階には市民協働室を、3階には、大・小の会議室を設ける予定です。
　今後も、これらの施設をどのように利用・活用していきたいか、魅力と活力のあふれるまちづくりに、どのようにつなげていきたいかなど、イベントを通して皆さんの意見を聞いていきます。

市長コラム　
もくもく庁舎開庁
　２月10日、待望の田尻総合支所新庁舎が開庁しました。
[bookmark: _GoBack]　旧庁舎は、合併した三つの村が「丸く一つになろう」との思いから、昭和33年に建設された、全国でも珍しい円形二階建て庁舎でした。長年親しまれてきましたが、経年による老朽化や、平成23年の東日本大震災の被害などにより建て替えとなりました。
　地元主催による「円形庁舎お別れ会」が開かれたり、新庁舎「棟上げ式」も行われるなど、地域住民参加、協働のもとで、解体、建設作業が行われ、いよいよ堂々の完成、開庁です。新庁舎は、旧庁舎に勝るとも劣らない話題の庁舎になるでしょう。
　そのひとつは、田尻地域産材を豊富に使用し、木のぬくもりに囲まれた、明るくモダンな空間の庁舎であることです。
　もうひとつは、平安時代、奥州藤原氏の関与が想定される仏像で、国の重要文化財に指定された「木造千手観音坐像」を収蔵、展示することです。庁舎に国の重要文化財が収蔵、展示されるケースは、全国でも大変珍しく、国内外からも多くの来庁者が訪れることでしょう。
　田尻地域は、国の重要文化財「遮光器土偶 (しゃこうきどぐう)」発掘の地であり、ラムサール条約湿地の「蕪栗沼・周辺水田」や、世界農業遺産「大崎耕土」など、自然遺産、文化遺産が数多く存在し、歴史と文化に彩られた地域であるといえます。
　新庁舎がまちづくりの核として、安全・安心の防災拠点として、さらには、活力ある交流拠点として、長く活用されますことを念じております。
